
待たれる開通待たれる開通

　囲碁は一度覚えたら一生楽

しめるゲームです。人と人と

の関係を深め、子供から年配

者まで世代に関係なく楽しむ

ことができます。ルールもあ

りますが、覚えながら始める

と面白いです。

　毎週木曜日の午後１時から

５時ころまで行っています。

　小・中学生にも親しんでも

らえるよう、学校などでのお

手伝いの機会があればと思っ

ています。

　Ｋワーカーズとは、協力隊

（地域おこし協力隊・青年海

外協力隊）のＫで、そこで働

く者で結成した音楽仲間のサ

ークルです。

　昨年の暮れころから、広小

路倉庫（まちの駅２号店）を借

りバンド練習をしています。

編 

集 

後 

記

あなたの声を議会だよりに 0265（86）3111 内線230 FAX.86-4395  e-mail iijima-gikai@cek.ne.jp

　より読みやすい紙面作りに取り組
むため、82号からモニターにご意
見や要望をお聞きします。
　読者の皆様からも、ご意見をお寄
せください。

　このページは町民の皆さんに取材協力

をお願いし、町政や議会への意見や感想

を掲載しています。

　今回は、囲碁クラブ代表 溝口俊彦さん

とＫワーカーズ代表 中村俊二さんに登場

していただきます。

議会だより議会だより

発行責任者　議長　堀内克美

編 集 委 員　◎橋場　○折山
　　　　　　滝本・好村・浜田・坂本

　私たちのクラブは、今年

「まちの駅」２号店がオープ

ンしたのを機に利用申し込み

をしました。

　今までは町文化館を利用し

ていましたが、少人数のため

利用料が負担になっていまし

た。「まちの駅」では使用料が

必要なしとのことで、活動場

所を変更しました。

　教育委員会に相談して、碁

盤などの貸し出しをお願いし、

続けられるようになりました。

　囲碁仲間との交流の場が見

つかったことを喜び、大変あ

りがたいことだと思っていま

す。

時期は不定期ですが、イベン

ト前には1週間利用しています。

　アンプやマイク・ドラム・

キーボードなども揃っており、

大変利用しやすいです。周り

の家にも距離があり、夜8時

ころまで練習していますが、

今のところ騒音など問題はな

いようです。　

　無料で利用でき、こんなあ

りがたい場所はなかなかあり

ませんね。

　利用の方法はいろいろある

と思いますので、もっと多く

の皆さんに知ってもらい、音

楽会はもちろん展示会やお話

会、これらの合体イベントな

どにも繋がっていけばいいな

と感じています。
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まちの駅２号店で活動するグループ  
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ハガキ・FAX・いいちゃんポストで、飯島町
議会事務局　議会だよりクイズ係宛まで

囲碁クラブ

Ｋワーカーズ
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緑地化面積率の準則を町独自で制定緑地化面積率の準則を町独自で制定
総務産業委員会総務産業委員会総務産業委員会

社会文教委員会
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社会文教委員会社会文教委員会

P5
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議会運営委員会
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議会改革
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表紙の写真・コメント／小林紀一氏 提供表紙の写真・コメント／小林紀一氏 提供表紙の写真・コメント／小林紀一氏 提供
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議会のハテナ？
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P3P3P3
議会のハテナ？議会のハテナ？

防災シェルター設置補助を  

ここが聞きたい

10議員が質問10議員が質問

「一般質問」とは
行財政にわたる議員主導による政策の議論です。（通告順）　　　

久保島　巖 観光戦略会議

滝本登喜子 学童クラブ 

橋場 みどり 耐震シェルター 

坂本　紀子 生活困窮世帯 

浜 田 　稔 高校再編

三浦寿美子 介護保険制度

本  多　 昇 空き家対策

折 山　 誠 水道料金

竹沢　秀幸 千人塚水中花火

中村　明美 犬猫殺処分ゼロ 

頭脳集団か実行部隊か 

開設趣旨の保護者説明を 

補助金の増額を 

実態の把握は 

地域に公開された議論を 

元に戻すよう国へ 

なぜ協議会に方向転換したか 

値上げ抑止の努力を 

町のイベントに

ふるさと納税での取組を 

… P10

… P11

………… P12

…………… P13

… P14

……… P15

… P16

…… P17

………… P18

… P19

　町議会は、本会議も各委員会

ともに自由に傍聴ができます。

ただし、個人情報に係わる案件

は、一部非公開もあります。

　開催日はホームページやポス

ターをご覧ください。

　詳細は議会事務局へお問い合

わせください。

追跡

問

２９年12月議会　一般質問

防災シェルター設置補助を。

答 有効な手段であり検討する。

平成３０年度に補助制度予算化。
一般質問・審査での意見

請願陳情　その後のゆくえ

一般質問・審査での意見

請願陳情　その後のゆくえ

議会のハテナ？

モニター募集に７名のご応募

をいただきました。

ありがとうございました！

募集結果

広ひ と こ と 場

議会でも防災減災

に力を尽くしてま

いります。

７月の豪雨による
町内の災害現場

国道153号線 豊岡地籍

広域農道 与田切橋南側

▲
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◇工場緑地面積率の条例

　大規模工場の緑地比率を従来

　の25％から町独自で15％に

　引き下げる準則を定める。

　賛成多数で可決しました。

　平成30年６月定例会は、７日から19日までの13日間の会期で開催、町からは予算７
件・条例５件が上程されました。
　条例１件は総務産業委員会に審査を付託し、19日に委員長報告を受け可決しました。
他の11議案は７日に本会議で承認・可決しました。

　委員会に付託された条例案件１件と陳情２件を審査しました。

　1449万円を増額し、総額46

億2649万円としました。コミ

ュニティ助成や地域防災支援、

スポーツ観光強化に地域おこし

協力隊を増員する経費などです

が、ハチ訴訟の補償金も含まれ

ます。

　この訴訟は、観光客が御座松

橋でスズメバチに刺されたため

に後遺症を負い、町の管理責任

を問うものでした。

　町は事故以前に巣を取り除い

た事実があり、再び営巣するこ

とが予見できたこと、また危険

を知らせる十分な表示を行わな

かったことで敗訴しました。

　町は自然に潜む危険の全てに

責任を負うものではないが、予

見や警告の責任を負うという判

決を議会も受け入れました。

　これらの補正予算を全員一致

で可決しました。

問われた公園の管理責任

問　中央道跨道橋工事が実施さ
れなかったが、NEXCOに交渉
したのか。
答　協議を重ねたが不調に終わ

り、町発注で工事を行うことと

した。

問　町道の改修事業の発注は計
画の30％と低い。理由は。
答　国の交付金決定が年度末に

なり、決定率も低いため。

問　臨時福祉給付金は減額だが
全員に行き渡ったのか。
答　繰り返し公知に努め、一人

１万6000円を対象者の96％に

給付した。

賛成

反対

条例制定

陳　情

主　旨　採　択 不 採 択

6月
定例会

総務産業
委員会緑地化面積率の準則を町独自で制定

平成30年度一般会計補正１号

　

　　　近隣と横並びではなく、

町環境保全のため、企業にも緑

を守るよう責任を持たせる一方

で、減税などの措置を講ずるほ

うが良い。

◇町長・副町長の減給条例

　農地中間管理事業交付金支払

　いミスの責任で、1/10カ月分

　減給。

　全員一致で可決しました。

　平成29年度事業費の確定に

ともなう一般会計・５特別会計

補正と町条例２件の専決を全員

一致で承認しました。

　

　　　各特別会計の予備費を抑

え、繰り出し金を減額した。一

般会計の改善につながったこと

を高く評価。

質　疑

◇宝くじ助成金など  1007万円

◇地方交付税　　　　  300万円

◇県補助金　　　　　　 94万円

◇一般コミュニティ助成事業

　　　　　　　　　500万円

◇自主防災組織育成（本郷区）

　　　　　　　　　　 200万円

◇観光費（地域おこし協力隊増

　員など）　　　　　 425万円

◇補償、賠償金　　　 51万円

◇一般会計

　826万円減額し、総額51億　

　1295万円

　予備費を2億2463万円増額

◇国民健康保険  4025万円減額

◇後期高齢者医療　  6万円減額

◇介護保険　　  2013万円減額

◇公共下水道事業

　　　　　　　1130万円減額

◇農業集落排水事業

　　　　　　　　958万円減額

主な補正財源

専決処分の承認

主な使い道

◇町税条例の一部改正

　国の税改正により所得税・

　固定資産税・たばこ税などの

　一部改正。　

◇町国保税条例の一部改正

　国の税改正にともなう課税区

　分の変更。

◇町モーテル建築規制条例の一

　部改正

　耕地から自治会への字句変更

　により。

農業委員との合同研修会 6/19

　上伊那地域振興局農政課の木下倫信氏よる、種子法と県の原種

センターの説明がありました。

　国は、民間に任せることでコストダウンが図られる、としてい

る。県は、原種センターと連携し高品質な種子の安定供給に取り

組むため、この廃止による影響はないものと考える。種子生産等

を行うための経費は、引き続き地方交付税を要望している。

　また、町産業振興課長より農地法要件改正の説明がありました。

　町全域の下限面積は30アールとする、また要件すべてを満たす

場合は、区域指定により1アールでも申請ができるとのことでした。 

◇与田切公園に夜間照明付砂入
り人工芝テニスコートの建設と地
域おこし協力隊の募集を
提出者：テニス愛好者代表

　　　　　　　　小林茂和氏

◆内容　現在のテニスコートは、

バックやサイドが狭いうえ、土

のため冬季や雨の時は使えない。

合宿や大会に利用できるよう８

面の建設を希望。

　町のテニスは県内でも高いレベ

ルにありながら条件が整っていな

いことは理解できる。しかし、他

のスポーツも含めて調整する余地

がある。

　地域おこし協力隊の件はすで

に町で動きがある。

 賛成５  反対０

◇憲法原理に反する改正提起と
自衛隊明記の自民党草案に反対す
る意見書提出を求める
提出者：平和ってなんだ・伊那

　　　　 谷代表　角　憲和氏

◆内容　自民党「憲法改正」案

は不当な改正で、反対する。

　内容は理解できるが、陳情の中

身は矛盾している項目がある。陳

情の趣旨を受け止め、独自の意見

書を提出する。

賛成０  反対５

町工場立地法の緑地化面
積率（25％→15％）の
準則を定める条例

◇町は緑豊か・田舎を売りもの
にしているし住みやすさが大事。
周辺の緑地を買い取る姿勢を求
めたい。一番低い基準に合わせ
るのでなく、工夫がほしい。

◇町としても誘致に力を入れ、
雇用確保に繋げたいものだ。

賛成４  反対１

賛成

反対

問　既存の企業で従来の基準が
障害になった例はあるか。
答　緑地分を考えた場合に、現

地での増設が難しい場面もあっ

た。自前の用地では対応できず

に隣地の買収が負担になった。

問　自然豊かな景観を守るため、
新規に進出する企業は従来の比
率で、既存の企業は増設のみの
適応はできないか。
答　近隣の市町村も15%を打ち

出している中、企業誘致の点で

不利になる。

条例審査

種子法廃止に対する県の取り組みは
みち のぶ

意　見

質　疑

討　論

討　論

討　論

意　見

すみ　      のりかず
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◇工場緑地面積率の条例

　大規模工場の緑地比率を従来

　の25％から町独自で15％に

　引き下げる準則を定める。

　賛成多数で可決しました。

　平成30年６月定例会は、７日から19日までの13日間の会期で開催、町からは予算７
件・条例５件が上程されました。
　条例１件は総務産業委員会に審査を付託し、19日に委員長報告を受け可決しました。
他の11議案は７日に本会議で承認・可決しました。

　委員会に付託された条例案件１件と陳情２件を審査しました。

　1449万円を増額し、総額46

億2649万円としました。コミ

ュニティ助成や地域防災支援、

スポーツ観光強化に地域おこし

協力隊を増員する経費などです

が、ハチ訴訟の補償金も含まれ

ます。

　この訴訟は、観光客が御座松

橋でスズメバチに刺されたため

に後遺症を負い、町の管理責任

を問うものでした。

　町は事故以前に巣を取り除い

た事実があり、再び営巣するこ

とが予見できたこと、また危険

を知らせる十分な表示を行わな

かったことで敗訴しました。

　町は自然に潜む危険の全てに

責任を負うものではないが、予

見や警告の責任を負うという判

決を議会も受け入れました。

　これらの補正予算を全員一致

で可決しました。

問われた公園の管理責任

問　中央道跨道橋工事が実施さ
れなかったが、NEXCOに交渉
したのか。
答　協議を重ねたが不調に終わ

り、町発注で工事を行うことと

した。

問　町道の改修事業の発注は計
画の30％と低い。理由は。
答　国の交付金決定が年度末に

なり、決定率も低いため。

問　臨時福祉給付金は減額だが
全員に行き渡ったのか。
答　繰り返し公知に努め、一人

１万6000円を対象者の96％に

給付した。

賛成

反対

条例制定

陳　情

主　旨　採　択 不 採 択

6月
定例会

総務産業
委員会緑地化面積率の準則を町独自で制定

平成30年度一般会計補正１号

　

　　　近隣と横並びではなく、

町環境保全のため、企業にも緑

を守るよう責任を持たせる一方

で、減税などの措置を講ずるほ

うが良い。

◇町長・副町長の減給条例

　農地中間管理事業交付金支払

　いミスの責任で、1/10カ月分

　減給。

　全員一致で可決しました。

　平成29年度事業費の確定に

ともなう一般会計・５特別会計

補正と町条例２件の専決を全員

一致で承認しました。

　

　　　各特別会計の予備費を抑

え、繰り出し金を減額した。一

般会計の改善につながったこと

を高く評価。

質　疑

◇宝くじ助成金など  1007万円

◇地方交付税　　　　  300万円

◇県補助金　　　　　　 94万円

◇一般コミュニティ助成事業

　　　　　　　　　500万円

◇自主防災組織育成（本郷区）

　　　　　　　　　　 200万円

◇観光費（地域おこし協力隊増

　員など）　　　　　 425万円

◇補償、賠償金　　　 51万円

◇一般会計

　826万円減額し、総額51億　

　1295万円

　予備費を2億2463万円増額

◇国民健康保険  4025万円減額

◇後期高齢者医療　  6万円減額

◇介護保険　　  2013万円減額

◇公共下水道事業

　　　　　　　1130万円減額

◇農業集落排水事業

　　　　　　　　958万円減額

主な補正財源

専決処分の承認

主な使い道

◇町税条例の一部改正

　国の税改正により所得税・

　固定資産税・たばこ税などの

　一部改正。　

◇町国保税条例の一部改正

　国の税改正にともなう課税区

　分の変更。

◇町モーテル建築規制条例の一

　部改正

　耕地から自治会への字句変更

　により。

農業委員との合同研修会 6/19

　上伊那地域振興局農政課の木下倫信氏よる、種子法と県の原種

センターの説明がありました。

　国は、民間に任せることでコストダウンが図られる、としてい

る。県は、原種センターと連携し高品質な種子の安定供給に取り

組むため、この廃止による影響はないものと考える。種子生産等

を行うための経費は、引き続き地方交付税を要望している。

　また、町産業振興課長より農地法要件改正の説明がありました。

　町全域の下限面積は30アールとする、また要件すべてを満たす

場合は、区域指定により1アールでも申請ができるとのことでした。 

◇与田切公園に夜間照明付砂入
り人工芝テニスコートの建設と地
域おこし協力隊の募集を
提出者：テニス愛好者代表

　　　　　　　　小林茂和氏

◆内容　現在のテニスコートは、

バックやサイドが狭いうえ、土

のため冬季や雨の時は使えない。

合宿や大会に利用できるよう８

面の建設を希望。

　町のテニスは県内でも高いレベ

ルにありながら条件が整っていな

いことは理解できる。しかし、他

のスポーツも含めて調整する余地

がある。

　地域おこし協力隊の件はすで

に町で動きがある。

 賛成５  反対０

◇憲法原理に反する改正提起と
自衛隊明記の自民党草案に反対す
る意見書提出を求める
提出者：平和ってなんだ・伊那

　　　　 谷代表　角　憲和氏

◆内容　自民党「憲法改正」案

は不当な改正で、反対する。

　内容は理解できるが、陳情の中

身は矛盾している項目がある。陳

情の趣旨を受け止め、独自の意見

書を提出する。

賛成０  反対５

町工場立地法の緑地化面
積率（25％→15％）の
準則を定める条例

◇町は緑豊か・田舎を売りもの
にしているし住みやすさが大事。
周辺の緑地を買い取る姿勢を求
めたい。一番低い基準に合わせ
るのでなく、工夫がほしい。

◇町としても誘致に力を入れ、
雇用確保に繋げたいものだ。

賛成４  反対１

賛成

反対

問　既存の企業で従来の基準が
障害になった例はあるか。
答　緑地分を考えた場合に、現

地での増設が難しい場面もあっ

た。自前の用地では対応できず

に隣地の買収が負担になった。

問　自然豊かな景観を守るため、
新規に進出する企業は従来の比
率で、既存の企業は増設のみの
適応はできないか。
答　近隣の市町村も15%を打ち

出している中、企業誘致の点で

不利になる。

条例審査

種子法廃止に対する県の取り組みは
みち のぶ

意　見

質　疑

討　論

討　論

討　論

意　見

すみ　      のりかず
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 「国の責任による35人学級推進と教育予算の増額を求める請願書」・「義務教
育費国庫負担制度の堅持を求める請願書」を慎重に審査し採択すべきものとし
ました。

教育環境の充実を求める請願2件を採択教育環境の充実を求める請願2件を採択

　平成30年度第２回臨時会が、４/19日会期１日間をもって開催されました。
町から契約締結１件が提出され、全員一致で可決しました。

石楠花苑駐車場 造成事業に着手石楠花苑駐車場 造成事業に着手

社会文教
委員会

こう いち

質 疑

質 疑

討 論

賛成

 

　

◇国の責任で35人学級を
提出者：飯島教職員組合

　　　　 執行委員長 林 孝一 氏

紹介議員：折山  誠 

賛成5　反対0
◆内容 国の責任による35人学

級の推進と教育予算の増額を。

問　町の教職員加配の状況は。
答　専科の先生の人数は国の基

準があり、理科で1人、音楽・

家庭科で1人だ。しかし町には

理科と音楽担当が飯島小学校に

1人いて、七小にも出向いて授

業をやっている。打ち合わせの

時間が少なく大変である。家庭

科は担任がやっている。

問　少子化で児童数が減り、教
員の負担は軽減されているか。
答　家庭環境が複雑な子どもや

学習能力の差があり、クラスに

よっては大変なこともある。ま

た、英語教育が小学校に導入さ

れ、教員も学び直さなければな

らない。

問　教員の働き方改革が言われ
ているが。
答　県内の部活は土・日のどち

らかを休み、平日は社会体育の

関係者が支えている。試合には

担当教員が引率している。持ち

◆契約締結
目的 「地域福祉センター石楠

花苑駐車場造成事業」建設工事

請負契約の締結

○アスファルト舗装面積2936㎡

方法　一般競争入札による契約

請願審査 帰りを含めた時間外勤務は小学

校で80時間、中学校で100時間

と常態化している。働き方改革

は始まったばかりで、大町市が

モデルとなり協議しながら広げ

る方向である。当町は、お盆の

3日間は閉校である。

問　コミュニティスクールや開
かれた学校が、教員に負担をか
けている実態はないか。
答　校長・教頭の実務は増える

が、地域と関わりが深く素晴ら

しいと感じる。

　　　教育環境の質を高めるた

めに、国の責任において教育費

の増額を求める。 討 論

賛成　　　義務教育費は、小泉政権

の時に国庫負担割合を減らされ、

地方交付税に組み込まれて不透

明になっている。

　教育費はしっかり国が負担す

るべきである。

◇義務教育費
　　　　国庫負担制度の堅持
提出者：飯島教職員組合

　　　　 執行委員長 林 孝一 氏

紹介議員：折山  誠 

賛成5　反対0
◆内容 国が必要な経費を負担

し、教育の機会均等とその水準

の維持向上を図ること。

問　県内は臨時教員が増えてい
ると聞いたが。
答　採用の年代にもよるが、若

い教員に増えている。臨時の教

員はいきなり担任を任される場

合もあり大変である。

　一方、正規の初任教員は研修

があり徐々に慣れていく。

問　県の時間外手当は高くない
と聞いたが。
答　決して高くないと認識して

いる。

問　教育の平等性が損なわれて
きているのではないか。
答　いじめ・虐待・貧困・英語

教育の追加など、社会のあらゆ

る問題がすべて学校教育に持ち

込まれるようになり、学校現場

は大変だ。

　自治体や家庭の格差も広がっ

ている。

こういち

議　　案　　名

※議案の採決は、議長を除く11人で行います。

本　会　議　表　決　結　果
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陳情

議員提出

町税条例の一部改正に係る専決処分の承認

国民健康保険税条例の一部改正に係る専決処分の承認

平成２９年度町一般会計補正予算(第１０号専決)

平成２９年度国民健康保険特別会計補正予算(第５号専決)

平成２９年度後期高齢者医療特別会計補正予算(第４号専決)

平成２９年度介護保険特別会計補正予算(第６号専決)

平成２９年度公共下水道事業特別会計補正予算(第４号専決)

平成２９年度農業集落排水事業特別会計補正予算(第４号専決)

飯島町工場立地法の緑地面積率等に関する準則を定める条例

飯島町モーテル類似旅館建築規制条例の一部改正条例

平成３０年度一般会計補正予算(第１号)

飯島町長及び副町長の給料の減額に関する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ● ● ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

審議結果

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

国の責任による３５人学級推進と、教育予算の増額を求める意見書

義務教育費国庫負担制度の堅持を求める意見書

慎重な憲法審議を求める意見書＊

＊趣旨説明　陳情の趣旨を尊重し、１２月採択の意見書を再提出

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意見書提出

意見書提出

意見書提出

採択

国の責任による35人学級推進と教育予算の増額を求める

義務教育費国庫負担制度の堅持を求める

採択○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

不採択● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

与田切公園内に夜間照明付砂入り人工芝のテニスコートの建設を

憲法原理に反する改正提起と自衛隊明記の自民党改憲案に反対の意見書提出を求める陳情

趣旨選択△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

〇は賛成　●は反対　△は趣旨採択

請願

金額　6674万円

相手　下平建設株式会社

工期　平成30年９月28日まで

◇質疑
問　一般競争入札に参加した企
業数と落札率は。

答　応札は6社。落札率は99.7％。

問　駐車台数は。
答　一般車両79台、車イス用

車両３台、駐輪場は５台分。

討論無し

臨時会
4/19
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 「国の責任による35人学級推進と教育予算の増額を求める請願書」・「義務教
育費国庫負担制度の堅持を求める請願書」を慎重に審査し採択すべきものとし
ました。

教育環境の充実を求める請願2件を採択教育環境の充実を求める請願2件を採択

　平成30年度第２回臨時会が、４/19日会期１日間をもって開催されました。
町から契約締結１件が提出され、全員一致で可決しました。

石楠花苑駐車場 造成事業に着手石楠花苑駐車場 造成事業に着手

社会文教
委員会

こう いち

質 疑

質 疑

討 論

賛成

 

　

◇国の責任で35人学級を
提出者：飯島教職員組合

　　　　 執行委員長 林 孝一 氏

紹介議員：折山  誠 

賛成5　反対0
◆内容 国の責任による35人学

級の推進と教育予算の増額を。

問　町の教職員加配の状況は。
答　専科の先生の人数は国の基

準があり、理科で1人、音楽・

家庭科で1人だ。しかし町には

理科と音楽担当が飯島小学校に

1人いて、七小にも出向いて授

業をやっている。打ち合わせの

時間が少なく大変である。家庭

科は担任がやっている。

問　少子化で児童数が減り、教
員の負担は軽減されているか。
答　家庭環境が複雑な子どもや

学習能力の差があり、クラスに

よっては大変なこともある。ま

た、英語教育が小学校に導入さ

れ、教員も学び直さなければな

らない。

問　教員の働き方改革が言われ
ているが。
答　県内の部活は土・日のどち

らかを休み、平日は社会体育の

関係者が支えている。試合には

担当教員が引率している。持ち

◆契約締結
目的 「地域福祉センター石楠

花苑駐車場造成事業」建設工事

請負契約の締結

○アスファルト舗装面積2936㎡

方法　一般競争入札による契約

請願審査 帰りを含めた時間外勤務は小学

校で80時間、中学校で100時間

と常態化している。働き方改革

は始まったばかりで、大町市が

モデルとなり協議しながら広げ

る方向である。当町は、お盆の

3日間は閉校である。

問　コミュニティスクールや開
かれた学校が、教員に負担をか
けている実態はないか。
答　校長・教頭の実務は増える

が、地域と関わりが深く素晴ら

しいと感じる。

　　　教育環境の質を高めるた

めに、国の責任において教育費

の増額を求める。 討 論

賛成　　　義務教育費は、小泉政権

の時に国庫負担割合を減らされ、

地方交付税に組み込まれて不透

明になっている。

　教育費はしっかり国が負担す

るべきである。

◇義務教育費
　　　　国庫負担制度の堅持
提出者：飯島教職員組合

　　　　 執行委員長 林 孝一 氏

紹介議員：折山  誠 

賛成5　反対0
◆内容 国が必要な経費を負担

し、教育の機会均等とその水準

の維持向上を図ること。

問　県内は臨時教員が増えてい
ると聞いたが。
答　採用の年代にもよるが、若

い教員に増えている。臨時の教

員はいきなり担任を任される場

合もあり大変である。

　一方、正規の初任教員は研修

があり徐々に慣れていく。

問　県の時間外手当は高くない
と聞いたが。
答　決して高くないと認識して

いる。

問　教育の平等性が損なわれて
きているのではないか。
答　いじめ・虐待・貧困・英語

教育の追加など、社会のあらゆ

る問題がすべて学校教育に持ち

込まれるようになり、学校現場

は大変だ。

　自治体や家庭の格差も広がっ

ている。

こういち

議　　案　　名

※議案の採決は、議長を除く11人で行います。

本　会　議　表　決　結　果
中
村 
明
美

三
浦 
寿
美
子
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本 

紀
子
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竹
沢 

秀
幸
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橋
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み
ど
り

好
村 

拓
洋

久
保
島 

巌
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登
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子

本 

多

　昇

陳情

議員提出

町税条例の一部改正に係る専決処分の承認

国民健康保険税条例の一部改正に係る専決処分の承認

平成２９年度町一般会計補正予算(第１０号専決)

平成２９年度国民健康保険特別会計補正予算(第５号専決)

平成２９年度後期高齢者医療特別会計補正予算(第４号専決)

平成２９年度介護保険特別会計補正予算(第６号専決)

平成２９年度公共下水道事業特別会計補正予算(第４号専決)

平成２９年度農業集落排水事業特別会計補正予算(第４号専決)

飯島町工場立地法の緑地面積率等に関する準則を定める条例

飯島町モーテル類似旅館建築規制条例の一部改正条例

平成３０年度一般会計補正予算(第１号)

飯島町長及び副町長の給料の減額に関する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ● ● ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

審議結果

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

国の責任による３５人学級推進と、教育予算の増額を求める意見書

義務教育費国庫負担制度の堅持を求める意見書

慎重な憲法審議を求める意見書＊

＊趣旨説明　陳情の趣旨を尊重し、１２月採択の意見書を再提出

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意見書提出

意見書提出

意見書提出

採択

国の責任による35人学級推進と教育予算の増額を求める

義務教育費国庫負担制度の堅持を求める

採択○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

不採択● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

与田切公園内に夜間照明付砂入り人工芝のテニスコートの建設を

憲法原理に反する改正提起と自衛隊明記の自民党改憲案に反対の意見書提出を求める陳情

趣旨選択△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

〇は賛成　●は反対　△は趣旨採択

請願

金額　6674万円

相手　下平建設株式会社

工期　平成30年９月28日まで

◇質疑
問　一般競争入札に参加した企
業数と落札率は。

答　応札は6社。落札率は99.7％。

問　駐車台数は。
答　一般車両79台、車イス用

車両３台、駐輪場は５台分。

討論無し

臨時会
4/19



8 いいじままち 議会だより 82号 9いいじままち 議会だより 82号

可児市議会の委員会公開と
　　　　　　　　　市民参加を学ぶ

6/25

6/26

１．喬木村議会の課題
　（議会活性化の契機）

①議員のなり手不足
・人口減少による地域の縮小

・議会議員立候補地盤の縮小

・無選出地区は高齢化地区と移

住者の多い地区

・深刻な地域課題を抱える地区

の意見反映をできる議員が不

在

②年齢・職種構成に偏り
・平均年齢66歳・農業・自営業

のみ

・兼業議員が議員活動をできる

環境整備が必要

・幅広い年代層・多様な職種・

多様な立場の議員が議論を尽

くせる環境整備が大切

③住民の声と村環境の激変
・期待する議会と現実に乖離が

ある（議会・住民間の距離）

・急激な人口減少に未知の課題

山積（議会・議員の果たす役

割の変化）

・リニア開通に対応する議会の

あり方・議員の責務模索。

・やってやれない事はない。や

らずにできる訳がない。

①事前準備の充実
・調査研究の時間を十分とり、

　会議時間目標を設定すること

で個々のスキルを高める。

・初歩的な質問は、あらかじめ

担当課へ回答を求め、全議員

が共有する。

・議案配布に合わせて、詳細な

補足説明資料を求めることが

できる。

②会議時間２時間を設定
・委員会などの会議前に、情報

や考えを提出し、メールで全

員が共有する。審議は再考と

討論の時間とする。

・会議次第は、報告時間・協議

時間をあらかじめ定めて議事

運営を行う。

・委員会日程は、会期後半とし、

調査研究時間を長く確保。

①議員の幅が広がる
・議員が活動できる時間帯・日

程に配慮し柔軟な議会運営を

計画することで、議員のなり

手の幅が広がる。

②議員のスキルアップ
・事前準備ができれば、限られ

た時間でも議論・討論が中心

になり、議員のスキルアップ

が期待できる。

③行政サービスの向上
・夜間・休日議会により、理事

者・職員の平日における住民

対応時間が増え、行政サービ

スの向上が期待できる。①政策立案・提案機能を強化

議会運営
委員会
視察報告

　兼業議員の議員活動ができる環境整備のため、昨年から夜間・休日を活用した議会運営・
改革への挑戦を続ける喬木村議会を訪ねました。

「できん理由ばかり探さず、「できん理由ばかり探さず、
まずはやってみんか」まずはやってみんか」

喬木村議会改革に学ぶ

2．議会活性化の
　　　　　基本的な考え方

3．夜間・休日議会運営
　　　　　検討と工夫

4．夜間・休日議会
     期待されるメリット

・住民の声を聴き、村政の監視

機能を高める。

②多様な考えや意見を村政に反

映

・人口減少による地域コミュニ

ティの縮小から、地区推薦に

頼らず立候補できる環境整備

を目指す。

・多様な人材確保のため、兼業

議員が夜間・休日議会で活動

しやすい環境をつくる。

③経費の抑制
・職員の休日・時間外手当は、

代替え休暇により対応し、経

費増を抑制。

④ＩＣＴの活用
・事前の情報共有手段として、

　当面は全議員PCメールで対応。

⑤傍聴者対応
・「喬木村議会審議の手引き」

を作成し配布。

・議員に配布した議案の事前説

明資料を配布。

⑥議員の就業状況調査
 調査票で、就業状況の他、雇用

主や家族の意見などを把握し

て議会日程調整に活用。

①最初は賛同を得られず
　昨年６月に下岡幸文議長が夜

間・休日議会を提案したが、高

齢者議員の体力的負担や職員人

件費増などの理由で議員間の賛

同を得られなかった。

②『課題克服のためできる理由
を探そう』
　議員改選を前にした９月に、

あらためて『できない理由では

なく、できる理由を探そう』と

の呼びかけで12月定例会からの

実施が決まった。

③改選で年齢は若返り、職業の
幅も広がる　
　10月の村議選改選では、無投

票ながらも議員12名の定数を選

出し、平均年齢も2.6歳若くな

り、職種も会社員・団体職員・

介護支援員と、農業・自営業に

加え新たな幅が広がった。

　一方かつて議員を選出してい

た地区からの復活は無く、改選

後に選出議員不在の小規模地区

が増えた。

④課題はいつも目の前にある
　改革を進めた今、これまで以

上に課題が見えてきた。

　最も大きな課題は、限られた

会期内での会議時間の確保だ。

5．これまでの
    取り組み成果と課題

　喬木村の改革は、初めての試

みとしてマスコミに大きく取り

上げられ、全国の自治体や議会

関係者から注目を集めている。

　議員からは『前に進むしかな

い。もう後戻りはできない』と

の声が出た。

６．まとめ

④活発な質疑討論
・議会傍聴の機会が増え、議員

は緊張感の中で、質疑討論が

活発になると期待される。

⑤協力企業の公表
・議会活動に理解ある雇用主を

公表し応援する制度構築で、

当該企業のイメージ向上と議

員を目指す人の雇用促進が期

待できる。

また、改革の支えとなる事務局

体制を1.5人から増強すること。

　会社員など、勤務時間の制約

を受ける議員への配慮と、会議

日程の調整には困難を伴う。

　短時間会議を、議員のスキル

アップで乗り切ろうとする試み

はまだ時間がかかる。

　岐阜県可児市議会を訪問し「委員会のインターネット中継」・

「ママさん議会」・「高校生議会」などを学んできました。

　意見交換の最後に『決して多

くない議員報酬や、地区推薦で

やむを得ず就任した議員に大き

な負担をかける改革に対し、心

苦しいことは無いか？』と伺う

と『どんな環境であれ、議員と

なった限りは村の発展に全力を

尽すのは当然。そうでない議員

は不要だ』ときっぱり。

　強力なリーダーシップを発揮

し、ただ目の前の課題に一つず

つ向き合う議長の姿勢に、期待

と尊敬の念を抱いて終わった研

修でした。

喬木村議場にて
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可児市議会の委員会公開と
　　　　　　　　　市民参加を学ぶ

6/25

6/26

１．喬木村議会の課題
　（議会活性化の契機）

①議員のなり手不足
・人口減少による地域の縮小

・議会議員立候補地盤の縮小

・無選出地区は高齢化地区と移

住者の多い地区

・深刻な地域課題を抱える地区

の意見反映をできる議員が不

在

②年齢・職種構成に偏り
・平均年齢66歳・農業・自営業

のみ

・兼業議員が議員活動をできる

環境整備が必要

・幅広い年代層・多様な職種・

多様な立場の議員が議論を尽

くせる環境整備が大切

③住民の声と村環境の激変
・期待する議会と現実に乖離が

ある（議会・住民間の距離）

・急激な人口減少に未知の課題

山積（議会・議員の果たす役

割の変化）

・リニア開通に対応する議会の

あり方・議員の責務模索。

・やってやれない事はない。や

らずにできる訳がない。

①事前準備の充実
・調査研究の時間を十分とり、

　会議時間目標を設定すること

で個々のスキルを高める。

・初歩的な質問は、あらかじめ

担当課へ回答を求め、全議員

が共有する。

・議案配布に合わせて、詳細な

補足説明資料を求めることが

できる。

②会議時間２時間を設定
・委員会などの会議前に、情報

や考えを提出し、メールで全

員が共有する。審議は再考と

討論の時間とする。

・会議次第は、報告時間・協議

時間をあらかじめ定めて議事

運営を行う。

・委員会日程は、会期後半とし、

調査研究時間を長く確保。

①議員の幅が広がる
・議員が活動できる時間帯・日

程に配慮し柔軟な議会運営を

計画することで、議員のなり

手の幅が広がる。

②議員のスキルアップ
・事前準備ができれば、限られ

た時間でも議論・討論が中心

になり、議員のスキルアップ

が期待できる。

③行政サービスの向上
・夜間・休日議会により、理事

者・職員の平日における住民

対応時間が増え、行政サービ

スの向上が期待できる。①政策立案・提案機能を強化

議会運営
委員会
視察報告

　兼業議員の議員活動ができる環境整備のため、昨年から夜間・休日を活用した議会運営・
改革への挑戦を続ける喬木村議会を訪ねました。

「できん理由ばかり探さず、「できん理由ばかり探さず、
まずはやってみんか」まずはやってみんか」

喬木村議会改革に学ぶ

2．議会活性化の
　　　　　基本的な考え方

3．夜間・休日議会運営
　　　　　検討と工夫

4．夜間・休日議会
     期待されるメリット

・住民の声を聴き、村政の監視

機能を高める。

②多様な考えや意見を村政に反

映

・人口減少による地域コミュニ

ティの縮小から、地区推薦に

頼らず立候補できる環境整備

を目指す。

・多様な人材確保のため、兼業

議員が夜間・休日議会で活動

しやすい環境をつくる。

③経費の抑制
・職員の休日・時間外手当は、

代替え休暇により対応し、経

費増を抑制。

④ＩＣＴの活用
・事前の情報共有手段として、

　当面は全議員PCメールで対応。

⑤傍聴者対応
・「喬木村議会審議の手引き」

を作成し配布。

・議員に配布した議案の事前説

明資料を配布。

⑥議員の就業状況調査
 調査票で、就業状況の他、雇用

主や家族の意見などを把握し

て議会日程調整に活用。

①最初は賛同を得られず
　昨年６月に下岡幸文議長が夜

間・休日議会を提案したが、高

齢者議員の体力的負担や職員人

件費増などの理由で議員間の賛

同を得られなかった。

②『課題克服のためできる理由
を探そう』
　議員改選を前にした９月に、

あらためて『できない理由では

なく、できる理由を探そう』と

の呼びかけで12月定例会からの

実施が決まった。

③改選で年齢は若返り、職業の
幅も広がる　
　10月の村議選改選では、無投

票ながらも議員12名の定数を選

出し、平均年齢も2.6歳若くな

り、職種も会社員・団体職員・

介護支援員と、農業・自営業に

加え新たな幅が広がった。

　一方かつて議員を選出してい

た地区からの復活は無く、改選

後に選出議員不在の小規模地区

が増えた。

④課題はいつも目の前にある
　改革を進めた今、これまで以

上に課題が見えてきた。

　最も大きな課題は、限られた

会期内での会議時間の確保だ。

5．これまでの
    取り組み成果と課題

　喬木村の改革は、初めての試

みとしてマスコミに大きく取り

上げられ、全国の自治体や議会

関係者から注目を集めている。

　議員からは『前に進むしかな

い。もう後戻りはできない』と

の声が出た。

６．まとめ

④活発な質疑討論
・議会傍聴の機会が増え、議員

は緊張感の中で、質疑討論が

活発になると期待される。

⑤協力企業の公表
・議会活動に理解ある雇用主を

公表し応援する制度構築で、

当該企業のイメージ向上と議

員を目指す人の雇用促進が期

待できる。

また、改革の支えとなる事務局

体制を1.5人から増強すること。

　会社員など、勤務時間の制約

を受ける議員への配慮と、会議

日程の調整には困難を伴う。

　短時間会議を、議員のスキル

アップで乗り切ろうとする試み

はまだ時間がかかる。

　岐阜県可児市議会を訪問し「委員会のインターネット中継」・

「ママさん議会」・「高校生議会」などを学んできました。

　意見交換の最後に『決して多

くない議員報酬や、地区推薦で

やむを得ず就任した議員に大き

な負担をかける改革に対し、心

苦しいことは無いか？』と伺う

と『どんな環境であれ、議員と

なった限りは村の発展に全力を

尽すのは当然。そうでない議員

は不要だ』ときっぱり。

　強力なリーダーシップを発揮

し、ただ目の前の課題に一つず

つ向き合う議長の姿勢に、期待

と尊敬の念を抱いて終わった研

修でした。

喬木村議場にて



一  般  質  問町  政  を  問  う

10 いいじままち 議会だより 82号 11いいじままち 議会だより 82号

問　厚生省の運営指針によれば、
保護者がクラブ活動や行事に参
加する機会を設けることや、地
域社会との連携などとされてい
る。保護者に学童クラブの趣旨
説明をすべきでは。
教育長　新１年生へのランドセ

ルの贈呈式が２月にあり、その

時に保護者に利用説明している

が、運営指針には踏み込んでい

ない。2・3年生の時には趣旨

説明を含めた通知を研究したい。

問　学校との連携と、個々の児
童に対応するための情報交換・
共有は。
教育長　学校との連携は、一昨

年指導員の要望もあり進展して

きている。すべて伝えることは

難しいが、今後も学校・クラブ

と連携して進める。

問　学童クラブの実態は。学習
材料は足りているか。
教育長　飯島小学校は100人、

七久保小は52人の登録。

　学習材料・遊び道具などは、

子供が欲する物が十分ある状況

ではない。懇談会での要望など

は予算化するなど対応している。

問　利用者の多い長期休み中な
ど、受け入れボランティアに対
する支援は。
教育長　臨時で支援してもらう

人には時給を支払っているが、

ボランティアに対しては今後の

課題とする。

学童クラブ
開設趣旨の保護者説明を

通知内容に含めたい　教育長

問　子ども議会の隔年開催がな
くなったが、今後開催の予定は。
町長　議会という重いものでな

く、町への関心・郷土愛を深め

ることなどを目的として、31

年度に開催したいと思う。

問　開通後の町への影響に対し
ての対策は。
町長　駅周辺の食料品店や金融

機関が隣接している好条件を生

かした街中活性化を進め、人の

流れを作るよう検討したい。

問「道の駅本郷」への影響に対
しての考えは。
産業振興課長　将来的に全体の

施設をどうするか、指定管理の

件も含めてこれから検討を始め

たい。

問「田切の里」の取り組みは。
産業振興課長　バイパス開通記

念のイベントを継続的に開催し

ていきたい、と聞いている。

問「田切の里」移動販売車の販
売状況は。
産業振興課長　週4日の運行で

８カ月間の利用者は約3000人。

高齢者だけでなく、小さい子ど

も連れのお母さんや、昼ご飯を

買いに来る若い男性もいるとの

こと。

　停留所周辺の家庭へポスティ

ングでPRをしている。

問　販売車は、利用者の要望に
応えられる仕様になっているか。
産業振興課長　保冷車ではない

ので、暑い時期にはボックス内

が高温になることは当初から課

題だった。クーラーボックスで

の対策を行い、検証しながら協

議していきたい。

〔以上３件質問〕

問　観光戦略会議の役割が知ら
れていない。委員は企画立案な
どの頭脳集団か、または汗と金
を出す実行部隊か。
町長　まず与田切渓谷の活用法

や整備を検討する事が想定され

る。観光推進の旗振り役で終る

ことなく、委員にも当事者とな

って貰いたい。

問　事業運営には民間活力の利
用が効果を上げている。閉鎖し
ていた町営キャンプ場を再生さ
せたＮＰＯの例もある。
 観光事業やアウトドア事業を
誰が運営するか。

町長　できるだけ官民連携が良

いと思う。大企業に丸投げせず、

地域の人びとに多く関わっても

らいたい。運営しやすくするた

めの行政の役割が課題だ。

問　観光事業運営を「まちづく
りセンターいいじま」でもっと
できないか。
町長　観光事業の組織のあり方

をゼロから考えたい。

問　スポーツ観光で施設面での
課題はなにか。スポーツ人口と
のバランスはどうか。
地域創造課長　社会体育施設は

充実している。しかし、公式戦

が行える規格が備わっているも

のは無い。宿泊施設も含め、推

進には課題がある。

教育次長　毎年スポーツ合宿の

利用があるが、利用者間の調整

に苦労しているのが現状だ。

問　一昨年キャンプ場で蜂に刺
される事故があり、町の瑕疵に
より、賠償責任を負うことにな
った。今後の公園などの管理は
どうするか。
町長　今回の判決は、町が予見

でき注意喚起を怠ったとされた

ものだ。すべての事故に責任を

問われるわけではない。

　今後は、利用者が容易に危険

を認識できるよう注意喚起を行

うほか、管理人の定期巡回など

きめ細かな対策を行い、安心安

全の確保を行う。

問　最近は現役世代や子育て世
代の移住が特徴だ。大手調査会
社によれば、1位が移住コスト
で２位が子育て環境だ。
 町は子育て支援策を含めた精
度の高いデータ開示が必要だ。
地域創造課長　移住のパンフレ

ットに、移住コストはすでに掲

載している。今後も精度を高め

開示に努めたい。

問「お試し住宅」が効果を出し
ている。視点を変えて提案する。
　１つは「お試しサテライトオ
フィス」。インターネット回線
の充実により、地方での事務所
開設も可能となった。移住者の
仕事を作る点でも効果がある。
　もう１つは「お試しシェアオ
フィス」。空き家・空き店舗な
どを利用し、事務所開設費を削
減でき注目されている。近隣で
取り組んだ例もあるが。
地域創造課長　ニーズ調査を含

めた研究の必要性を感じている。

　利用可能な物件や近隣市町村

の状況も調査し、検討していく。

　公共施設の有効利用もあわせ

て研究を進める。

〔以上２件質問〕

滝本 登喜子

定住促進に２つの提案

子ども議会

伊南バイパス開通後

久 保 島   巖

か    し

中川村シェアオフィス 毎度ありがとうございます！
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一  般  質  問町  政  を  問  う

10 いいじままち 議会だより 82号 11いいじままち 議会だより 82号

問　厚生省の運営指針によれば、
保護者がクラブ活動や行事に参
加する機会を設けることや、地
域社会との連携などとされてい
る。保護者に学童クラブの趣旨
説明をすべきでは。
教育長　新１年生へのランドセ

ルの贈呈式が２月にあり、その

時に保護者に利用説明している

が、運営指針には踏み込んでい

ない。2・3年生の時には趣旨

説明を含めた通知を研究したい。

問　学校との連携と、個々の児
童に対応するための情報交換・
共有は。
教育長　学校との連携は、一昨

年指導員の要望もあり進展して

きている。すべて伝えることは

難しいが、今後も学校・クラブ

と連携して進める。

問　学童クラブの実態は。学習
材料は足りているか。
教育長　飯島小学校は100人、

七久保小は52人の登録。

　学習材料・遊び道具などは、

子供が欲する物が十分ある状況

ではない。懇談会での要望など

は予算化するなど対応している。

問　利用者の多い長期休み中な
ど、受け入れボランティアに対
する支援は。
教育長　臨時で支援してもらう

人には時給を支払っているが、

ボランティアに対しては今後の

課題とする。

学童クラブ
開設趣旨の保護者説明を

通知内容に含めたい　教育長

問　子ども議会の隔年開催がな
くなったが、今後開催の予定は。
町長　議会という重いものでな

く、町への関心・郷土愛を深め

ることなどを目的として、31

年度に開催したいと思う。

問　開通後の町への影響に対し
ての対策は。
町長　駅周辺の食料品店や金融

機関が隣接している好条件を生

かした街中活性化を進め、人の

流れを作るよう検討したい。

問「道の駅本郷」への影響に対
しての考えは。
産業振興課長　将来的に全体の

施設をどうするか、指定管理の

件も含めてこれから検討を始め

たい。

問「田切の里」の取り組みは。
産業振興課長　バイパス開通記

念のイベントを継続的に開催し

ていきたい、と聞いている。

問「田切の里」移動販売車の販
売状況は。
産業振興課長　週4日の運行で

８カ月間の利用者は約3000人。

高齢者だけでなく、小さい子ど

も連れのお母さんや、昼ご飯を

買いに来る若い男性もいるとの

こと。

　停留所周辺の家庭へポスティ

ングでPRをしている。

問　販売車は、利用者の要望に
応えられる仕様になっているか。
産業振興課長　保冷車ではない

ので、暑い時期にはボックス内

が高温になることは当初から課

題だった。クーラーボックスで

の対策を行い、検証しながら協

議していきたい。

〔以上３件質問〕

問　観光戦略会議の役割が知ら
れていない。委員は企画立案な
どの頭脳集団か、または汗と金
を出す実行部隊か。
町長　まず与田切渓谷の活用法

や整備を検討する事が想定され

る。観光推進の旗振り役で終る

ことなく、委員にも当事者とな

って貰いたい。

問　事業運営には民間活力の利
用が効果を上げている。閉鎖し
ていた町営キャンプ場を再生さ
せたＮＰＯの例もある。
 観光事業やアウトドア事業を
誰が運営するか。

町長　できるだけ官民連携が良

いと思う。大企業に丸投げせず、

地域の人びとに多く関わっても

らいたい。運営しやすくするた

めの行政の役割が課題だ。

問　観光事業運営を「まちづく
りセンターいいじま」でもっと
できないか。
町長　観光事業の組織のあり方

をゼロから考えたい。

問　スポーツ観光で施設面での
課題はなにか。スポーツ人口と
のバランスはどうか。
地域創造課長　社会体育施設は

充実している。しかし、公式戦

が行える規格が備わっているも

のは無い。宿泊施設も含め、推

進には課題がある。

教育次長　毎年スポーツ合宿の

利用があるが、利用者間の調整

に苦労しているのが現状だ。

問　一昨年キャンプ場で蜂に刺
される事故があり、町の瑕疵に
より、賠償責任を負うことにな
った。今後の公園などの管理は
どうするか。
町長　今回の判決は、町が予見

でき注意喚起を怠ったとされた

ものだ。すべての事故に責任を

問われるわけではない。

　今後は、利用者が容易に危険

を認識できるよう注意喚起を行

うほか、管理人の定期巡回など

きめ細かな対策を行い、安心安

全の確保を行う。

問　最近は現役世代や子育て世
代の移住が特徴だ。大手調査会
社によれば、1位が移住コスト
で２位が子育て環境だ。
 町は子育て支援策を含めた精
度の高いデータ開示が必要だ。
地域創造課長　移住のパンフレ

ットに、移住コストはすでに掲

載している。今後も精度を高め

開示に努めたい。

問「お試し住宅」が効果を出し
ている。視点を変えて提案する。
　１つは「お試しサテライトオ
フィス」。インターネット回線
の充実により、地方での事務所
開設も可能となった。移住者の
仕事を作る点でも効果がある。
　もう１つは「お試しシェアオ
フィス」。空き家・空き店舗な
どを利用し、事務所開設費を削
減でき注目されている。近隣で
取り組んだ例もあるが。
地域創造課長　ニーズ調査を含

めた研究の必要性を感じている。

　利用可能な物件や近隣市町村

の状況も調査し、検討していく。

　公共施設の有効利用もあわせ

て研究を進める。

〔以上２件質問〕

滝本 登喜子

定住促進に２つの提案

子ども議会

伊南バイパス開通後

久 保 島   巖

か    し

中川村シェアオフィス 毎度ありがとうございます！
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一  般  質  問町  政  を  問  う

12 いいじままち 議会だより 82号 13いいじままち 議会だより 82号

問　65歳以上の1人暮らし・
75歳以上の2人暮らし・障が
い者世帯・生活保護世帯など、
高齢者や生活困窮世帯の現状を
把握しているか。
　町内のどこに住んでいるのか
地図上に落とし可視化してはど
うか。
町長　該当の世帯で介護保険・

障害福祉サービス・生活保護を

受けている場合は、町と繋がっ

ている。それ以外は、民生委員

の個別訪問などで実態把握して

いる。すべて出来ているわけで

はない。

健康福祉課長　65歳以上の1人

暮らし357世帯・75歳以上の1

人暮らし228世帯・生活保護は

16世帯19人。試験的に地図に

落としたことはあるが、今後整

備に向けて取り組みたい。

問　1年に1度、個別訪問し生
活実態把握を求めるが。
健康福祉課長　民生委員(月１

～数回の訪問)やホームヘルパ

ーから情報が入るが、すべてで

はない。今後、ボランティア育

成や情報を収集するセンターの

再構築に取り組みたい。

問　上記の世帯に広報誌を必ず
配布するよう求めるが。
総務課長　自治会未加入世帯に

は配っていない。公共施設・公

民館・道の駅・コンビニなどに

月300～400部置いていて、200

部ははけている。HPにも掲載。

生活
困窮世帯

実態の把握は

完全には出来ていない　町長

   未加入の実態を把握しながら

研究する。

問　新田は「高齢者に優しい自
治会」と銘打ち、会則検討委員
会を作り3年かけて自治会費の
減額をしている。自治会費の内
容を研究し、税外負担を減らす
取り組みに町も関わるべきだが。
町長　自治会の運営は自治会で

のこと。しかし、2025年に75

歳以上が大きく増えるので、こ

の4月に区会・自治会長会で組

織のあり方を検討してほしいと

要望した。また、４区連絡協議

会でも、組織の維持・改革を要

望した。

問　どの課に何人配属されてい
るか。
副町長　産業振興課の農業活性

化に3 人・田切の里運営に2

人・地域創造課のまちなか活性

化３人・営業部３人・出会いサ

ポート１人・健康福祉課１人。

全員で13人。

問　担当職員と意志疎通は出来
ているか。
副町長　本人の意志を尊重しな

がらやっている。全体をまとめ

るのは地域創造課で、月１回会

議を開いている。

問　新企画・政策を提案しても
予算がないと言われて、意欲を
失う隊員もいると聞いたが。
副町長　任期２年目以降は、隊

員と十分協議して、予算編成を

している。

問　県内では、任期終了後も賃
金を払い活用している自治体も
ある。長期展望による活用を求
めるが。
副町長　隊員の考えに添いなが

ら対応したい。

〔以上２件質問〕

問　耐震補強工事補助金に加え
て「耐震シェルター等設置補助
金」が付いた。耐震シェルター
は、部屋型とベッド型だ。
 補助対象にはフレームなど他
の物も含むのか。
町長　耐震補強工事費は高額で

工期も長く、高齢者世帯では着

手が困難と推察される。比較的

安価で工期も短い耐震シェルタ

ーに着目し、開始したところだ。

建設水道課長　現在は、箱型と

ベッド型の２つが対象だ。

問　補助対象に３社の部屋型の
資料はあるが、ベッド型の資料

がない、補助対象に認めていな
いのか。
建設水道課長　この３社は、実

物展示に申し出てもらった業

者・協力お願いした業者・カタ

ログ提供業者だ。申請において

町長が認めていくスタンスだ。

　取り扱い業者認定制度は設け

ていない。耐震ベッドも、先進

の行政団体が認めたものであれ

ば認める方向だ。先進地で認定

されたものは、安全性が担保で

きていると判断する。

　

問　シェルター設置を急ぐ必要
があるが、実物展示の他にPR
の方法は。
建設水道課長　広報誌５月に掲

載。役場防災展示ホールでの展

示を９月中旬まで、文化館エン

トランスホールは８月末までの

展示。耐震診断後の対策をされ

ていない世帯へはダイレクトメ

ールを。CEK・行政チャンネ

ルでの放送・防災研修会などで

PRする。　

問　耐震改修に踏み切れない人
にも検討しやすくなったが、大
きな負担には違いない。補助金
の増額は高齢者への後押しにな
る。増額を要望するが。

町長　増額の予定はない。設置

状況を見て判断したい。

問　子どもを狙う悲惨な事件の
報道がされている。通学路の安
全対策・指導は。
教育長　基本は、安全教育・情

報共有・警察との連携だ。

 小学校では「子どもを守る安

心の家」・「子ども見守り隊」。飯

小は防犯ブザー・七小はホイッ

スルの携行。

　不審者対策では、子どもたち

に「いかのおすし」や標語を使

い啓発活動を。保護者には昨年

から学校メールを通じ情報伝達。

　

教育長　通学路の状況は、利用
する児童生徒の増減・地域の環
境・交通状況の要因で変わるが
どう考えているか。
町長　学校全体で安全教育・地

域と関わり子どもを守る「安心

の家」・「子ども見守り隊」との

連携。情報共有はメール整備、

防犯カメラの設置も進めている。

学校・保護者・各方面との連携

が大事かなと思う。

〔以上２件質問〕

坂 本  紀 子

登下校の安全は

地域おこし協力隊の
現状と課題は

橋場 みどり

命の砦

覚えよう

地図で可視化を！

補
助
金
の
増
額
を

状
況
に
委
ね
る
　
町
長

耐震
シェルター



一  般  質  問町  政  を  問  う

12 いいじままち 議会だより 82号 13いいじままち 議会だより 82号

問　65歳以上の1人暮らし・
75歳以上の2人暮らし・障が
い者世帯・生活保護世帯など、
高齢者や生活困窮世帯の現状を
把握しているか。
　町内のどこに住んでいるのか
地図上に落とし可視化してはど
うか。
町長　該当の世帯で介護保険・

障害福祉サービス・生活保護を

受けている場合は、町と繋がっ

ている。それ以外は、民生委員

の個別訪問などで実態把握して

いる。すべて出来ているわけで

はない。

健康福祉課長　65歳以上の1人

暮らし357世帯・75歳以上の1

人暮らし228世帯・生活保護は

16世帯19人。試験的に地図に

落としたことはあるが、今後整

備に向けて取り組みたい。

問　1年に1度、個別訪問し生
活実態把握を求めるが。
健康福祉課長　民生委員(月１

～数回の訪問)やホームヘルパ

ーから情報が入るが、すべてで

はない。今後、ボランティア育

成や情報を収集するセンターの

再構築に取り組みたい。

問　上記の世帯に広報誌を必ず
配布するよう求めるが。
総務課長　自治会未加入世帯に

は配っていない。公共施設・公

民館・道の駅・コンビニなどに

月300～400部置いていて、200

部ははけている。HPにも掲載。

生活
困窮世帯

実態の把握は

完全には出来ていない　町長

   未加入の実態を把握しながら

研究する。

問　新田は「高齢者に優しい自
治会」と銘打ち、会則検討委員
会を作り3年かけて自治会費の
減額をしている。自治会費の内
容を研究し、税外負担を減らす
取り組みに町も関わるべきだが。
町長　自治会の運営は自治会で

のこと。しかし、2025年に75

歳以上が大きく増えるので、こ

の4月に区会・自治会長会で組

織のあり方を検討してほしいと

要望した。また、４区連絡協議

会でも、組織の維持・改革を要

望した。

問　どの課に何人配属されてい
るか。
副町長　産業振興課の農業活性

化に3 人・田切の里運営に2

人・地域創造課のまちなか活性

化３人・営業部３人・出会いサ

ポート１人・健康福祉課１人。

全員で13人。

問　担当職員と意志疎通は出来
ているか。
副町長　本人の意志を尊重しな

がらやっている。全体をまとめ

るのは地域創造課で、月１回会

議を開いている。

問　新企画・政策を提案しても
予算がないと言われて、意欲を
失う隊員もいると聞いたが。
副町長　任期２年目以降は、隊

員と十分協議して、予算編成を

している。

問　県内では、任期終了後も賃
金を払い活用している自治体も
ある。長期展望による活用を求
めるが。
副町長　隊員の考えに添いなが

ら対応したい。

〔以上２件質問〕

問　耐震補強工事補助金に加え
て「耐震シェルター等設置補助
金」が付いた。耐震シェルター
は、部屋型とベッド型だ。
 補助対象にはフレームなど他
の物も含むのか。
町長　耐震補強工事費は高額で

工期も長く、高齢者世帯では着

手が困難と推察される。比較的

安価で工期も短い耐震シェルタ

ーに着目し、開始したところだ。

建設水道課長　現在は、箱型と

ベッド型の２つが対象だ。

問　補助対象に３社の部屋型の
資料はあるが、ベッド型の資料

がない、補助対象に認めていな
いのか。
建設水道課長　この３社は、実

物展示に申し出てもらった業

者・協力お願いした業者・カタ

ログ提供業者だ。申請において

町長が認めていくスタンスだ。

　取り扱い業者認定制度は設け

ていない。耐震ベッドも、先進

の行政団体が認めたものであれ

ば認める方向だ。先進地で認定

されたものは、安全性が担保で

きていると判断する。

　

問　シェルター設置を急ぐ必要
があるが、実物展示の他にPR
の方法は。
建設水道課長　広報誌５月に掲

載。役場防災展示ホールでの展

示を９月中旬まで、文化館エン

トランスホールは８月末までの

展示。耐震診断後の対策をされ

ていない世帯へはダイレクトメ

ールを。CEK・行政チャンネ

ルでの放送・防災研修会などで

PRする。　

問　耐震改修に踏み切れない人
にも検討しやすくなったが、大
きな負担には違いない。補助金
の増額は高齢者への後押しにな
る。増額を要望するが。

町長　増額の予定はない。設置

状況を見て判断したい。

問　子どもを狙う悲惨な事件の
報道がされている。通学路の安
全対策・指導は。
教育長　基本は、安全教育・情

報共有・警察との連携だ。

 小学校では「子どもを守る安

心の家」・「子ども見守り隊」。飯

小は防犯ブザー・七小はホイッ

スルの携行。

　不審者対策では、子どもたち

に「いかのおすし」や標語を使

い啓発活動を。保護者には昨年

から学校メールを通じ情報伝達。

　

教育長　通学路の状況は、利用
する児童生徒の増減・地域の環
境・交通状況の要因で変わるが
どう考えているか。
町長　学校全体で安全教育・地

域と関わり子どもを守る「安心

の家」・「子ども見守り隊」との

連携。情報共有はメール整備、

防犯カメラの設置も進めている。

学校・保護者・各方面との連携

が大事かなと思う。

〔以上２件質問〕

坂 本  紀 子

登下校の安全は

地域おこし協力隊の
現状と課題は

橋場 みどり

命の砦

覚えよう

地図で可視化を！

補
助
金
の
増
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を
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長
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シェルター



一  般  質  問町  政  を  問  う

14 いいじままち 議会だより 82号 15いいじままち 議会だより 82号

問　介護事業所はマンパワーが
頼りだが、募集しても応募が少
ないと聞く。
　昨年に比べ、町内の総合事業
のサービスを提供する事業所の
数に変化はないか。
健康福祉課長　昨年12月に１

つの宅幼老所が閉鎖した。サー

ビスの量を減らした事業所もあ

る。

　総合事業や社協では『とても

大変で収益が上がらない、やれ

ばやるほど赤字になってしま

う』との声も聞いている。

問　介護事業所には息の長い事
業展開をして欲しい。
　収益の上がらない現状では、
総合事業の担い手になってもら
うには厳しいのではないか。事
業所の報酬を上げて欲しいとの
声はないか。
健康福祉課長　総合事業に限っ

てはない。ただし、町単独の日

常生活支援では『とても無理』

介護保険
制度

元に戻すよう国へ

機会あるたび言う　町長

と撤退を検討しているとの話は

ある。

問　町の人口動態からみて、10
年後は20代から40代は高齢者
の半数に満たない。介護の担い
手不足は更に深刻になる。介護
予防や日常生活支援事業は、す
でに機能不全を起こしている。
　人手が不足すれば、介護事業
も総合事業・町単独事業にも対
応できない。
　行政施策や事業所の努力で解
決できる問題ではない。所見は。
町長　人手不足は認識している。

　政府の骨太の方針では、外国

人就労者の滞在要件を大幅に緩

和しているようだ。農業・建設

業・介護・宿泊・造船の単純労働

の滞在許可の緩和を掲げている。

外国人就労者に門戸をあけるこ

とは、一つの打開策かと思う。

　そうした可能性も踏まえたな

かで、将来の町の体制を考えて

いかなければならない。

問　国は、不要不急の事業を中
止しても、人命に関わる社会保
障に対し財源を投入するべき。
　介護保険制度を元の制度に戻
して、安心して介護を提供でき、
住民の生活環境を守ることがで
きるようにしないといけない。
　国に社会保障制度としての介
護保険制度の充実を求めていっ
て欲しい。町長の所見は。
町長　介護保険制度の充実を図

ることは、町民全員の願いであ

る。機会あるたびに政府にその

ように言いたい。 

  

問　各種計画の策定のために、
案などへのパブリックコメント
を求めてきたが、意見は寄せら
れたか。
総務課長　平成28年度は案件

４件を行い意見は無かった。平

成29年度は９件行い６件にあ

り、飯島町景観計画には19件

寄せられた。

問　パブリックコメントを、計
画が具体的になる前に求めるこ
とはできないか。
総務課長　細かいところから積

み上げることは不可能である。

状況に応じて、住民懇談会や広

報で周知するなど、住民の目線

で考えていきたい。

〔以上２件質問〕

問　上伊那広域の正副連合長会
（８市町村長）が３月に「上伊
那の高校教育のありかた」を県
教委に具申した。
 教育は広域連合の所管事務で
はないはずだが。
町長　具申書の法的根拠はない。

県教委から高校教育の改革に対

して意見を求められ、地域の事

情を述べたもの。具申したのは

上伊那広域連合のみ。

問　首長が教育内容に介入する
のは、教育行政の自主性を担保
した教育委員会制度を踏みにじ
るものではないか。

町長　上伊那の教育７団体から

「地域高校の存続」を要望され

ており、教育行政に手を突っ込

んだものでは無い。地域の要望

に行政が動くのは当然だ。

問　連合長が意見聴取したのは
産業界６名・学識経験者２名の
ほか行政・教育・福祉各１名だ。
女性は１人だけで、とても地域
の要望を反映したとは言えない
のではないか。
町長　地域の意見を本格的に反

映させるのは、今後の協議会を

待つことになる。

問　具申書は今の人手不足を反
映して、地元就職を推進するよ
う求めている。しかしそれは、
自治体や企業が魅力ある地域を
作り上げるのが本道で、教育を
通じて生徒に刷り込むことでは
ない。教育行政を担う上伊那の
市町村教育委員会連絡協議会は
何をしていたのか。
教育長　あくまでも情報交換を

目的とした協議会であって、本

件は話題になっていない。

問　行政との擦り合わせさえせ
ず、教育委員会の側が引いてし
まったとしか思えない。広域の
教育課題を扱うなら、広域連合
に教育委員会を設けるのが筋だ
し、少なくとも教育委員会が中
心になって首長から独立した組
織で議論すべきではないか。
教育長　県は９月に実施方針を

決定し、地域の協議会も立ち上

げて来年３月に各通学区の実施

計画を発表する動きのようだ。

　広く住民の声を聞き、擦り合

わせる時間も必要だと思うが、

市町村の教育委員会が担うのは

現実的に難しい。

問　５月にスタートした「高校
の教育像協議会」は５回の会合
を計画している。１回目は公開
されたものの以後一部公開・一
部非公開・４回と５回は非公開
の予定だ。住民の声を聞く姿勢
とかけ離れている。教育長は協
議会の委員だが、非公開にした
理由は。
教育長　非公開の理由を把握し

ていないが、おそらく具体的な

高校名まで出た議論になるから

ではないか。煮詰めていく段階

で自由な議論をする時には一部

非公開もあり得る。

問　町の意思決定に係わる公文
書はどう管理されているか。
町長　文書管理規定で重要度に

応じた保存期限を定めている。

問　複数の課が係わる意思決定
の経過は追跡可能か。
総務課長　各課の綴りを集める

ことになる。　

〔以上２件質問〕

三浦 寿美子

パブリックコメントの
効果は

町の意思決定
経過記録は

浜 田 　 稔

飯島町の人口と世帯 《2015年の人口ピラミッド》

2015年 飯島町の人口構成

飯島町の人口と世帯 《2025年の人口ピラミッド（予測）》

2025年 飯島町の人口構成（予測）

【データ出所】総務省 国勢調査及び国立社会保障・人口問題研究所 将来推計人口、総務省 住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数

介護の担手さらに深刻
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一  般  質  問町  政  を  問  う

14 いいじままち 議会だより 82号 15いいじままち 議会だより 82号

問　介護事業所はマンパワーが
頼りだが、募集しても応募が少
ないと聞く。
　昨年に比べ、町内の総合事業
のサービスを提供する事業所の
数に変化はないか。
健康福祉課長　昨年12月に１

つの宅幼老所が閉鎖した。サー

ビスの量を減らした事業所もあ

る。

　総合事業や社協では『とても

大変で収益が上がらない、やれ

ばやるほど赤字になってしま

う』との声も聞いている。

問　介護事業所には息の長い事
業展開をして欲しい。
　収益の上がらない現状では、
総合事業の担い手になってもら
うには厳しいのではないか。事
業所の報酬を上げて欲しいとの
声はないか。
健康福祉課長　総合事業に限っ

てはない。ただし、町単独の日

常生活支援では『とても無理』

介護保険
制度

元に戻すよう国へ

機会あるたび言う　町長

と撤退を検討しているとの話は

ある。

問　町の人口動態からみて、10
年後は20代から40代は高齢者
の半数に満たない。介護の担い
手不足は更に深刻になる。介護
予防や日常生活支援事業は、す
でに機能不全を起こしている。
　人手が不足すれば、介護事業
も総合事業・町単独事業にも対
応できない。
　行政施策や事業所の努力で解
決できる問題ではない。所見は。
町長　人手不足は認識している。

　政府の骨太の方針では、外国

人就労者の滞在要件を大幅に緩

和しているようだ。農業・建設

業・介護・宿泊・造船の単純労働

の滞在許可の緩和を掲げている。

外国人就労者に門戸をあけるこ

とは、一つの打開策かと思う。

　そうした可能性も踏まえたな

かで、将来の町の体制を考えて

いかなければならない。

問　国は、不要不急の事業を中
止しても、人命に関わる社会保
障に対し財源を投入するべき。
　介護保険制度を元の制度に戻
して、安心して介護を提供でき、
住民の生活環境を守ることがで
きるようにしないといけない。
　国に社会保障制度としての介
護保険制度の充実を求めていっ
て欲しい。町長の所見は。
町長　介護保険制度の充実を図

ることは、町民全員の願いであ

る。機会あるたびに政府にその

ように言いたい。 

  

問　各種計画の策定のために、
案などへのパブリックコメント
を求めてきたが、意見は寄せら
れたか。
総務課長　平成28年度は案件

４件を行い意見は無かった。平

成29年度は９件行い６件にあ

り、飯島町景観計画には19件

寄せられた。

問　パブリックコメントを、計
画が具体的になる前に求めるこ
とはできないか。
総務課長　細かいところから積

み上げることは不可能である。

状況に応じて、住民懇談会や広

報で周知するなど、住民の目線

で考えていきたい。

〔以上２件質問〕

問　上伊那広域の正副連合長会
（８市町村長）が３月に「上伊
那の高校教育のありかた」を県
教委に具申した。
 教育は広域連合の所管事務で
はないはずだが。
町長　具申書の法的根拠はない。

県教委から高校教育の改革に対

して意見を求められ、地域の事

情を述べたもの。具申したのは

上伊那広域連合のみ。

問　首長が教育内容に介入する
のは、教育行政の自主性を担保
した教育委員会制度を踏みにじ
るものではないか。

町長　上伊那の教育７団体から

「地域高校の存続」を要望され

ており、教育行政に手を突っ込

んだものでは無い。地域の要望

に行政が動くのは当然だ。

問　連合長が意見聴取したのは
産業界６名・学識経験者２名の
ほか行政・教育・福祉各１名だ。
女性は１人だけで、とても地域
の要望を反映したとは言えない
のではないか。
町長　地域の意見を本格的に反

映させるのは、今後の協議会を

待つことになる。

問　具申書は今の人手不足を反
映して、地元就職を推進するよ
う求めている。しかしそれは、
自治体や企業が魅力ある地域を
作り上げるのが本道で、教育を
通じて生徒に刷り込むことでは
ない。教育行政を担う上伊那の
市町村教育委員会連絡協議会は
何をしていたのか。
教育長　あくまでも情報交換を

目的とした協議会であって、本

件は話題になっていない。

問　行政との擦り合わせさえせ
ず、教育委員会の側が引いてし
まったとしか思えない。広域の
教育課題を扱うなら、広域連合
に教育委員会を設けるのが筋だ
し、少なくとも教育委員会が中
心になって首長から独立した組
織で議論すべきではないか。
教育長　県は９月に実施方針を

決定し、地域の協議会も立ち上

げて来年３月に各通学区の実施

計画を発表する動きのようだ。

　広く住民の声を聞き、擦り合

わせる時間も必要だと思うが、

市町村の教育委員会が担うのは

現実的に難しい。

問　５月にスタートした「高校
の教育像協議会」は５回の会合
を計画している。１回目は公開
されたものの以後一部公開・一
部非公開・４回と５回は非公開
の予定だ。住民の声を聞く姿勢
とかけ離れている。教育長は協
議会の委員だが、非公開にした
理由は。
教育長　非公開の理由を把握し

ていないが、おそらく具体的な

高校名まで出た議論になるから

ではないか。煮詰めていく段階

で自由な議論をする時には一部

非公開もあり得る。

問　町の意思決定に係わる公文
書はどう管理されているか。
町長　文書管理規定で重要度に

応じた保存期限を定めている。

問　複数の課が係わる意思決定
の経過は追跡可能か。
総務課長　各課の綴りを集める

ことになる。　

〔以上２件質問〕

三浦 寿美子

パブリックコメントの
効果は

町の意思決定
経過記録は

浜 田 　 稔

飯島町の人口と世帯 《2015年の人口ピラミッド》

2015年 飯島町の人口構成

飯島町の人口と世帯 《2025年の人口ピラミッド（予測）》

2025年 飯島町の人口構成（予測）

【データ出所】総務省 国勢調査及び国立社会保障・人口問題研究所 将来推計人口、総務省 住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数
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一  般  質  問町  政  を  問  う

16 いいじままち 議会だより 82号 17いいじままち 議会だより 82号

問　町水道ビジョンでは、施設
の老朽化や人口減少で、定期的
な料金の値上げを必要としてい
る。平成24年には、県下で６
番目に高額な料金と新聞報道が
なされ、昨年は、全国の中で事
業継続の危険度が高い自治体と
週刊誌が報じた。
　これらの外部評価をどう受け
止めるか。
町長　町の水道料金が高いと言

う声もあるが、ダムから広域的

に取水している近隣自治体に対

して、当町は与田切川源流から

自前の水源を有して上質な水を

配水し、その分高額となってい

る。今後も経営努力で安定給水

に努める。

問　日本政策投資銀行は、今後
30年間で、全国の水道料金を
６割値上げする必要があるとの
試算を昨年発表した。
　県下でも圧倒的に高額な当町
水道料金の今後の見通しは。
建設水道課長　人口減による収

益悪化対策として、料金の引き

上げを考えなければならないが、

時期はできるだけ先送りし、額

も抑えたい。

問　現状でも高額な料金のさら
なる値上げは、低所得世帯の生
活を大きく圧迫する。
　一方で、浄水能力の半分しか
販売出来ていない現状から、水
源確保に苦慮している中川村竜
西地区へ配水し、営業収支改善

水道料金
値上げ抑止の努力を

中川村への水販売も検討　町長

による料金の据え置きを検討す
べきだ。
　中川村との早期協議協定を求
めるが。
町長　収入を増やすため、町

民・企業には、より多く水を使

っていただきたい。経費は節約

に努める。また、中川村に水を

買ってもらい収入を増やすこと

もすすめる。

問　この６月から施行される民
泊業は、町長の目指す観光客受
け入れの滞在基盤として期待さ
れる。しかし、設備や営業日数
など多くの制約が課せられ、経
営としては厳しい。
　住民協働の観光施策として、
起業時の支援が必要だが。
産業振興課長　現在支援制度は

無いが、今後事業希望者との懇

談をつうじて検討する。

問　今日農業は、慢性的な人手
不足になっており、特に屋外の
農作業は敬遠され、季節的な人
手確保に農家は苦慮している。
　外国人・企業研修の受け入れ
と人材バンク制度の創設を提案
するが。
産業振興課長　外国人研修は、

JA上伊那が窓口になり対応可

能。企業研修は受け入れ実績が

あり、研修側と受け入れ側との

マッチングが大切。人材バンク

は営農センターで検討している。

　引き続き、有効で多角的な人

手不足対策に取り組む。

〔以上３件質問〕

問　空き家対策特別措置法に基
づく「空き家等対策計画」の策
定「協議会」
を設置し、地
域の民間業者
等との連携体
制をとって対
応し、支援事
業を活用すべ
きだ。
 まちづくり
には絶対にか
かせないと設
置を提案して
きたが、設け
ないと２回も

冷たくあしらわれてきた。
 今回なぜ「協議会」設置に方
向を転換したのか。
住民税務課長　対策については

一定の基準が必要なこと、今後

さまざまな案件に取り組むため

には従来の考えを見直す必要が

出てきた。協議会を設置し対策

計画の策定を検討する認識とな

った。　

問　空き家対策は、各市町村が
喫緊の課題として取り組んでい
るが、当町では全く進展してい
ない。
 空き家に関連した部署は、住
民税務課・地域創造課・総務
課・建設水道課の4課だ。
　１つの課に空き家対策を集中
させたほうが良いのでは。
町長　情報共有と所管の内容の

見直しを検討中。次年度に専門

の担当幹の配置を予定している。

　統合については今後研究する。

　

問　「国立人口問題研究所」の
地域別将来推計人口によれば、
2045年時点の当町の推計人口
は6040人。人口減少率は上伊
那では2番目に高い36.4％で、

町の将来展望の7465人と約
20％も違う。
 この将来推計人口をどう捉え
るか。また、人口目標15000
人、町長の意気込みは変わらな
いか。
町長　前回発表より減少率が

0.6％改善された。上伊那で減

少率が改善されたのは飯島町だ

け。　

　今後も地域の特性を生かし、

官と民の知恵と行動力を結集さ

せた施策で、経済の活性化を図

り、観光交流・定住政策を推進

していく。心意気は変わってい

ない。

　

問　自然・景観・環境が素晴ら
しい「地の利を活かしたまちづ
くり」を進め、近隣市町村のベ
ッドタウンとなるよう整備し、
「住宅地は飯島町」と言われる
ような町を目指すべき。
 将来を見据えて、住民・高齢
者が安心して暮らせる「先手の
まちづくり」を始めるべきだと
提案してきた。
 定住促進には、飯島町の知名
度アップやハード面での施策が
必要。住宅地の造成・施設の充
実・マイホーム応援事業・賃貸
住宅建設促進事業・コンパクト
シティの形成などを提案してき
たが反映されない。
 町の定住促進に向けた住宅対
策は、住宅資金の利子補給だけ。
現在の取り組みで人口減少に歯
止めをかけることができるのか
疑問だ。
　新しい政策が必要と考えるが。
町長　人口を増やす特効薬は無

い。伊那谷全体で魅力を増して

いくことが大事。

〔以上２件質問〕

折 山　  誠

人口減少対策

民泊に町の起業支援を

農作業ヘルパーの
確保対策を求める

本  多　  昇

上通りの廃屋を管理する自治会役員

節約のため　３日に１度の入浴世帯も

な
ぜ
協
議
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16 いいじままち 議会だより 82号 17いいじままち 議会だより 82号

問　町水道ビジョンでは、施設
の老朽化や人口減少で、定期的
な料金の値上げを必要としてい
る。平成24年には、県下で６
番目に高額な料金と新聞報道が
なされ、昨年は、全国の中で事
業継続の危険度が高い自治体と
週刊誌が報じた。
　これらの外部評価をどう受け
止めるか。
町長　町の水道料金が高いと言

う声もあるが、ダムから広域的

に取水している近隣自治体に対

して、当町は与田切川源流から

自前の水源を有して上質な水を

配水し、その分高額となってい

る。今後も経営努力で安定給水

に努める。

問　日本政策投資銀行は、今後
30年間で、全国の水道料金を
６割値上げする必要があるとの
試算を昨年発表した。
　県下でも圧倒的に高額な当町
水道料金の今後の見通しは。
建設水道課長　人口減による収

益悪化対策として、料金の引き

上げを考えなければならないが、

時期はできるだけ先送りし、額

も抑えたい。

問　現状でも高額な料金のさら
なる値上げは、低所得世帯の生
活を大きく圧迫する。
　一方で、浄水能力の半分しか
販売出来ていない現状から、水
源確保に苦慮している中川村竜
西地区へ配水し、営業収支改善

水道料金
値上げ抑止の努力を

中川村への水販売も検討　町長

による料金の据え置きを検討す
べきだ。
　中川村との早期協議協定を求
めるが。
町長　収入を増やすため、町

民・企業には、より多く水を使

っていただきたい。経費は節約

に努める。また、中川村に水を

買ってもらい収入を増やすこと

もすすめる。

問　この６月から施行される民
泊業は、町長の目指す観光客受
け入れの滞在基盤として期待さ
れる。しかし、設備や営業日数
など多くの制約が課せられ、経
営としては厳しい。
　住民協働の観光施策として、
起業時の支援が必要だが。
産業振興課長　現在支援制度は

無いが、今後事業希望者との懇

談をつうじて検討する。

問　今日農業は、慢性的な人手
不足になっており、特に屋外の
農作業は敬遠され、季節的な人
手確保に農家は苦慮している。
　外国人・企業研修の受け入れ
と人材バンク制度の創設を提案
するが。
産業振興課長　外国人研修は、

JA上伊那が窓口になり対応可

能。企業研修は受け入れ実績が

あり、研修側と受け入れ側との

マッチングが大切。人材バンク

は営農センターで検討している。

　引き続き、有効で多角的な人

手不足対策に取り組む。

〔以上３件質問〕

問　空き家対策特別措置法に基
づく「空き家等対策計画」の策
定「協議会」
を設置し、地
域の民間業者
等との連携体
制をとって対
応し、支援事
業を活用すべ
きだ。
 まちづくり
には絶対にか
かせないと設
置を提案して
きたが、設け
ないと２回も

冷たくあしらわれてきた。
 今回なぜ「協議会」設置に方
向を転換したのか。
住民税務課長　対策については

一定の基準が必要なこと、今後

さまざまな案件に取り組むため

には従来の考えを見直す必要が

出てきた。協議会を設置し対策

計画の策定を検討する認識とな

った。　

問　空き家対策は、各市町村が
喫緊の課題として取り組んでい
るが、当町では全く進展してい
ない。
 空き家に関連した部署は、住
民税務課・地域創造課・総務
課・建設水道課の4課だ。
　１つの課に空き家対策を集中
させたほうが良いのでは。
町長　情報共有と所管の内容の

見直しを検討中。次年度に専門

の担当幹の配置を予定している。

　統合については今後研究する。

　

問　「国立人口問題研究所」の
地域別将来推計人口によれば、
2045年時点の当町の推計人口
は6040人。人口減少率は上伊
那では2番目に高い36.4％で、

町の将来展望の7465人と約
20％も違う。
 この将来推計人口をどう捉え
るか。また、人口目標15000
人、町長の意気込みは変わらな
いか。
町長　前回発表より減少率が

0.6％改善された。上伊那で減

少率が改善されたのは飯島町だ

け。　

　今後も地域の特性を生かし、

官と民の知恵と行動力を結集さ

せた施策で、経済の活性化を図

り、観光交流・定住政策を推進

していく。心意気は変わってい

ない。

　

問　自然・景観・環境が素晴ら
しい「地の利を活かしたまちづ
くり」を進め、近隣市町村のベ
ッドタウンとなるよう整備し、
「住宅地は飯島町」と言われる
ような町を目指すべき。
 将来を見据えて、住民・高齢
者が安心して暮らせる「先手の
まちづくり」を始めるべきだと
提案してきた。
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必要。住宅地の造成・施設の充
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住宅建設促進事業・コンパクト
シティの形成などを提案してき
たが反映されない。
 町の定住促進に向けた住宅対
策は、住宅資金の利子補給だけ。
現在の取り組みで人口減少に歯
止めをかけることができるのか
疑問だ。
　新しい政策が必要と考えるが。
町長　人口を増やす特効薬は無

い。伊那谷全体で魅力を増して

いくことが大事。

〔以上２件質問〕
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一  般  質  問町  政  を  問  う
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問　当町は独自の実態把握がな
いからか、動物愛護・殺処分ゼ
ロに関する取り組みが甘いと思
う。そこで本年度中に全世帯へ
動物愛護に関する啓発と実態調
査を行っては。
住民税務課長　個人情報という

考えもあり、趣旨・目的を十分

理解頂く必要がある。アンケー

トという形であれば可能かと思

う。上伊那圏域担当者会議でも

問題提起したい。

問　ふるさと納税を動物愛護に
活用し、犬・猫の殺処分ゼロへ
の取り組みを早急に実施するよ
う求めるが。
住民税務課長　関係課と連携し、

ふるさと納税の趣旨に合うかの

検討や、近隣市町村の状況確認

など研究していきたい。

犬猫殺処分
ゼロ

ふるさと納税での取組を

趣旨に合うか検討　町長

問　子どもたちの読書活動推進
事業では「ファースト：ゼロ
歳」「セカンド：３歳」昨年か
らは「サード：小学１年生」に
本の贈呈が行われている。更に
本年は、読書習慣に向け「読書
ノート」がプレゼントされるよ
うになり評価する。
　この事業は町民の思いも込め
られている。配布が目的に終わ
らず、効果が表れるために教育
委員会・図書館事業で親子の読
書習慣がつくよう努めることを
求めるが。
教育長　読書ノートのプレゼン

トは、これをきっかけにして親

子で本に親しむことから始め、

ひとりで本が読めるように、親

子で取り組んでほしいという思

いが詰まっている。

　図書館に来たお母さん方から、

子どもの読書への関り方の聞き

取りができれば良いなと思って

いる。

問　広域農道と北上ノ原線との
交差点は、交通量が多いうえ見
通しが悪い。危険な横断歩道は
通学路として使えず、１キロほ
ど迂回し通学している。駒ヶ根
警察署交通課の現地調査結果に
よると、信号機を設置しても通
学路として危険。むしろ西側に
歩道設置が望ましいとの判断。
　西側に歩道設置を求めるが。
建設水道課長　歩行者数の状況

から東西両側への早急な歩道設

置は難しい。ただし危険な状況

でもあり、広い見地で総合的に

検討したい。

問　上ノ原幹線役場入り口交差
点から西の通学路には、歩道が
無く危険な環境で通学している。
　歩行者の安全のために歩道の
設置を求めるが。
建設水道課長　車道の外側、区

画線から水路までの間の路肩を

歩いている状況。実態を地域と

共有しながら総合的に検討して

いく。

〔以上３件質問〕

問　「千人塚水中花火大会」を
見ての感想は。
町長　飯島町ならではの特色あ

る花火大会である。手で投げ込

む花火は珍しく、湖面に映え音

も含め近さ加減が良い。

問　この花火大会を町全体のイ
ベントとして実施する考えは。
町長　イベントとしては特色が

ある。町の冠を付けるには、よ

り多くの人が参画し、町民にも

認知されることが大事。

　自然発生的に大きくなること

が欠かせない。

問　町として資金支援や広報活
動などできないか。
町長　広告宣伝などは、まちづ

くりと地域おこしの一環として、

行政ができるお手伝いはしたい。

問　観光客の受入れ整備として、
与田切公園に犬を連れてくるこ
とを許可し、ドッグランの設置
を。
地域創造課長　近年のペットブ

ームのなか、ペットを家族同様

にレジャーに同伴する需要が高

まっている。公園利用者から要

望もある。

　一方公園は多くの子どもたち

の利用もあり、衛生面や安全性

で慎重論もある。

　住民や利用者の意見を聞きな

がら検討を進めたい。

問　千人塚公園は拠点施設も整
備されキャンプ客増加が見込ま
れる。
　春の千人塚祭典・水中花火に
加えて、秋は千人塚農園カモミ
ールの「紙ふうせん」コンサー
ト、「アクティビティパーク
2018 in千人塚」も予定されて
おり観光客も増える。
　お客様への案内、イベント時
の活用と有事の緊急放送を含め
屋外放送施設の整備を。
地域創造課長　キャンプ客への

案内、イベント・危機管理の面

でも有効に活用できる。

　類似のキャンプ場や公園の事

例を参考に研究したい。

　ほかに、町道車道側の電柱へ

表示板設置と中学校運動部活動

を質しました。

〔以上４件質問〕

中 村  明 美

観光施設整備を

通学路に歩道設置を

読書活動推進事業で
効果を

竹 沢  秀 幸

湖面に映える水中花火

動物たちの
命を守るプロジェクトを！

（長野市のホームページより）出来たらいいな！ドッグラン
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待たれる開通待たれる開通

　囲碁は一度覚えたら一生楽

しめるゲームです。人と人と

の関係を深め、子供から年配

者まで世代に関係なく楽しむ

ことができます。ルールもあ

りますが、覚えながら始める

と面白いです。

　毎週木曜日の午後１時から

５時ころまで行っています。

　小・中学生にも親しんでも

らえるよう、学校などでのお

手伝いの機会があればと思っ

ています。

　Ｋワーカーズとは、協力隊

（地域おこし協力隊・青年海

外協力隊）のＫで、そこで働

く者で結成した音楽仲間のサ

ークルです。

　昨年の暮れころから、広小

路倉庫（まちの駅２号店）を借

りバンド練習をしています。

編 

集 

後 

記

あなたの声を議会だよりに 0265（86）3111 内線230 FAX.86-4395  e-mail iijima-gikai@cek.ne.jp

　より読みやすい紙面作りに取り組
むため、82号からモニターにご意
見や要望をお聞きします。
　読者の皆様からも、ご意見をお寄
せください。

　このページは町民の皆さんに取材協力

をお願いし、町政や議会への意見や感想

を掲載しています。

　今回は、囲碁クラブ代表 溝口俊彦さん

とＫワーカーズ代表 中村俊二さんに登場

していただきます。

議会だより議会だより

発行責任者　議長　堀内克美

編 集 委 員　◎橋場　○折山
　　　　　　滝本・好村・浜田・坂本

　私たちのクラブは、今年

「まちの駅」２号店がオープ

ンしたのを機に利用申し込み

をしました。

　今までは町文化館を利用し

ていましたが、少人数のため

利用料が負担になっていまし

た。「まちの駅」では使用料が

必要なしとのことで、活動場

所を変更しました。

　教育委員会に相談して、碁

盤などの貸し出しをお願いし、

続けられるようになりました。

　囲碁仲間との交流の場が見

つかったことを喜び、大変あ

りがたいことだと思っていま

す。

時期は不定期ですが、イベン

ト前には1週間利用しています。

　アンプやマイク・ドラム・

キーボードなども揃っており、

大変利用しやすいです。周り

の家にも距離があり、夜8時

ころまで練習していますが、

今のところ騒音など問題はな

いようです。　

　無料で利用でき、こんなあ

りがたい場所はなかなかあり

ませんね。

　利用の方法はいろいろある

と思いますので、もっと多く

の皆さんに知ってもらい、音

楽会はもちろん展示会やお話

会、これらの合体イベントな

どにも繋がっていけばいいな

と感じています。

20 いいじままち 議会だより 82号

まちの駅２号店で活動するグループ  
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